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次世代地域人財育成フォーラム

科学技術と
ベンチャービジネス
日本が世界に誇る科学技術は、決して研究室の中だけに留ま

るものではありません。それはビジネスの場に応用され、広く

私たちの社会の役に立っていくものです。このフォーラムでは、

日本の基礎技術開発の現場や、そこで生まれた新たな発見・

新技術をベンチャービジネスに仕上げていく現場の「奮闘と楽

しさ」を感じ取ってほしいと考えております。これからの未来を

担う皆さんの心に少しでも引っ掛かり、今後の人生の様々な

局面でのヒントとなるフォーラムとできれば幸いです。

主催 独立行政法人 中小企業基盤整備機構 関東本部
 ［農工大・多摩小金井ベンチャーポート、BusiNest ］
共催 国立大学法人 東京農工大学、国立研究開発法人 情報通信研究機構
後援 小金井市、一般社団法人 小金井市観光まちおこし協会、小金井市商工会

東京農工大学 小金井キャンパスへのアクセス

東京農工大学小金井キャンパス内 グリーンホール（新1号館）
100名（先着順・要事前申込み）

場　所

定　員

対　象

問合せ

高校生・大学生及び保護者の方、ベンチャービジネスに関心のある社会人の方 等
農工大・多摩小金井ベンチャーポート　Eメール: ntkvp-info@smrj.go.jp　
※メール件名に「【問合せ】ベンチャービジネスフォーラム」と記載願います

東門東門
新
1
号
館

2017年3月28日［火］
14：00 -16：00

創
造
力
を

シ
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ト
に
す
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！

参加費

無料

高校生や
大学生に
聴いてほしい

高校生や
大学生に
聴いてほしい



Eメールからのお申込み ntkvp-info@smrj.go.jp

お申込み

FAX申込書 申込日：平成29年　　　月　　　日

お名前

所属名
（ご職業・学校名等）

FAXでのお申込み

フォーラムプログラム

（いずれかに○をつけてください）小金井市内在住　　・　　小金井市外在住お住まい

Eメールアドレス電話番号

042-382-1566

下記の項目を記載の上、FAX・Eメールのいずれかの方法によりお申込みください。
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JITSUBO株式会社※

代表取締役社長　河野 悠介
※農工大・多摩小金井ベンチャーポート入居企業

「ベンチャーという選択肢」～研究室での発見を社会の価値につなげたい～

JITSUBOは東京農工大学で発見された要素技術を社会に還元させる目的で立ち上げら
れたベンチャー企業です。本講演では、当社がこれまでに歩んできた道と現在挑戦してい
ることについてお話しさせて頂きます。最先端の研究成果を世の中の課題解決につなげ
ることで社会に還元していくプロセスの中でベンチャー企業がどのような位置づけで活躍し
ているのか？ その中でのやりがい、大変なことなどを理解して頂き、将来の選択肢のひと
つとしてベンチャー企業で働く、または創業するということを掴む手助けになれば幸いです。
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農工大・多摩小金井ベンチャーポートとは
農工大・多摩小金井ベンチャーポートは、東京農工大学をはじめ多摩地区
の大学、研究機関の知財・技術を活用したベンチャー企業、中小企業の
事業展開を促進することを目的に設立されたインキュベーション施設で、中
小機構 関東本部が運営しています。

中小機構とは
我が国で唯一の中小企業政策全般にわたる総合的な実
施機関で、ベンチャー企業・中小企業が抱えている課題
や問題を的確にくみ取り、適切な支援を行うことを使命と
する国の独立行政法人です。

N ICTとは
国立研究開発法人 情報通信研究機構（NICT）は、小金井市に本部を置
き、情報通信技術（ICT)を専門とする我が国唯一の公的研究機関です。
世界最先端のICTの基礎的・基盤的研究開発に取り組んでいるほか、産
学官連携、地域連携、起業家支援等の事業振興を行い、豊かで安心・安
全な社会の実現に取り組んでいます。

＊本フォーラム参加のため頂いた個人情報は、本フォーラム開催に係る参加者の確認、出欠確認、運営に関する連絡及び中小機構各事業の情報提供の目的のみに使用し、法令に基づく開示請求があった場合及び申
込者本人の同意があった場合を除き第三者への情報提供は致しません。

株式会社ゴレタネットワークス※
代表取締役　黒田 正博
※NICTから生まれたベンチャー企業

「なぜ、ＮＩＣＴ研究者が起業したのか」～ NICTから生まれた技術の社会展開について～
研究者としてＮＩＣＴでは、主に無線ネットワークの研究開発を行っていましたが、その研
究成果の一部である「短距離無線ネットワーク」を活用して社会展開できないかと考え、
2016年5月に起業しました。現在は、子どもの運動不足解消に向けた福島県の幼児
の運動量自動計測と分析をするシステムや、タンザニアを手始めにアフリカでの妊婦死
亡率削減に寄与する健診システム等を試作しています。起業した経緯や今後の展望な
ど、技術のグローバルな展開に向けた私の思いをお話しさせて頂きます。
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宇宙の天気予報って聞いたことありますか？ 宇宙天気とは、太陽活動が源となっ て、し
ばしば地球周辺環境が激しく影響を受ける現象を示します。太陽面で爆発が起こると
宇宙嵐を引き起こし、我々社会にも影響することがあります。私は太陽の専門家です
が、ＡＩ技術を応用しながら今まさにその高精度の予測が可能になりつつあります。 
ＮＩＣＴでは宇宙天気予報を毎日配信していますが、太陽を日々観測して宇宙天気を予
測する研究が私の仕事です。

「宇宙天気予報」～宇宙と社会生活をつなぐ～

国立研究開発法人
情報通信研究機構（NICT）
電磁波研究所 宇宙環境研究室
研究員　西塚 直人
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独立行政法人 中小企業基盤整備機構（中小機構） 関東本部　
地域振興部長 渡辺 博


